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高
大
連
携

　
本
学
の
高
大
連
携
協
定
校

で
あ
る
和
洋
九
段
女
子
高
校

の
１
年
生
５
人
が
、
11
月
か

ら
12
月
に
か
け
て
３
回
、
商

学
部
・
田
畠
真
弓
ゼ
ミ
の
授

業
に
参
加
し
た
。
同
校
と
は

２
０
２
２
年
に
協
定
を
締
結

し
て
お
り
、
ゼ
ミ
で
の
交
流

は
初
め
て
。

12
月
15
日
に
は
、
田
畠
ゼ

ミ
生
と
高
校
生
５
人
が
新
宿

区
の
新
大
久
保
駅
周
辺
で
フ

ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
行
っ

た
。
当
日
は
11
月
24
日
に
行

っ
た
事
前
学
習
を
踏
ま
え

て
、
外
国
籍
の
人
が
多
く
暮

ら
す
新
大
久
保
の
街
を
「
多

文
化
共
生
」
の
視
点
で
観
察

し
な
が
ら
歩
い
た
後
、
地
元

の
商
店
街
振
興
組
合
理
事
長

か
ら
話
を
聞
き
、
街
の
現
状

や
課
題
に
つ
い
て
理
解
を
深

め
た
。

12
月
22
日
に
行
わ
れ
た
事

後
学
習
で
は
、
は
じ
め
に
田

畠
ゼ
ミ
生
が
ス
ラ
イ
ド
を
用

い
て
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

で
得
た
知
見
を
報
告
。
新
大

久
保
の
街
の
に
ぎ
わ
い
の
理

由
と
し
て
、「
常
に
新
し
い

も
の
を
生
み
出
し
続
け
て
い

る
」
「
日
本
人
だ
け
で
は
な

く
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
タ
ー
ゲ

ッ
ト
に
し
て
い
る
」
点
な
ど

を
挙
げ
た
。

　
一
方
で
課
題
も
多
く
、

「
政
治
状
況
の
影
響
を
受
け

や
す
い
」「
フ
ァ
ミ
リ
ー
層
に

は
住
み
に
く
い
」
な
ど
の
問

題
点
を
指
摘
し
た
。

　
現
状
と
課
題
を
踏

ま
え
て
解
決
策
を
考

え
る
グ
ル
ー
プ
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は

活
発
に
意
見
が
交
わ

さ
れ
た
。
高
校
生
の

グ
ル
ー
プ
は
「
課
題

を
多
く
の
人
に
知
っ

て
も
ら
う
た
め
の
情

報
発
信
が
大
事
だ
」

と
発
表
し
た
。

　
田
畠
教
授
は
授
業

を
振
り
返
り
、「
世
代

を
超
え
た
交
流
や
学

び
は
重
要
で
、
新
た

な
人
や
文
化
と
の
関
わ
り
か

ら
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
生
ま

れ
る
」
と
総
括
し
た
。

　
授
業
に
参
加
し
た
高
校
生

か
ら
は
、「
先
生
と
学
生
が

対
等
な
関
係
で
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
す
る
大
学
の
授
業
は

新
鮮
で
あ
り
、
と
て
も
面
白

か
っ
た
」「
多
文
化
共
生
に

つ
い
て
興
味
が
わ
い
た
」
な

ど
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
た
。

　
高
校
生
が
大
学
の
講
義
を

聴
講
す
る
２
０
２
２
年
度
高

大
連
携
聴
講
生
の
修
了
式
が

１
月
21
日
、
専
修
大
学
サ
テ

ラ
イ
ト
キ
ャ
ン
パ
ス
で
行
わ

れ
た
。
高
大
連
携
協
定
校
の

４
校（
神
奈
川
県
川
崎
高
校
、

神
奈
川
県
座
間
総
合
高
校
、

神
奈
川
県
元
石
川
高
校
、
東

　
体
育
会
相
撲
部
の
部
員
た

ち
が
12
月
21
日
、
都
立
多
摩

桜
の
丘
学
園
（
東
京
都
多
摩

市
）
を
訪
問
し
、
知
的
障
害

教
育
部
門
中
学
部
の
約
70
人

を
対
象
と
し
た
相
撲
教
室
を

行
っ
た
。

　
参
加
し
た
の
は
、
蒲
田
勝

太
コ
ー
チ
、
部
員
の
中
野
智

基
さ
ん
（
経
済
３
）、
志
戸

俊
輔
さ
ん
（
商
３
）、
林
田

泰
嘉
さ
ん
（
経
営
２
）
の
４

人
。

　
相
撲
部
と
同
学
園
は
コ
ロ

ナ
禍
前
か
ら
交
流
を
続
け
て

お
り
、
今
回
は
同
学
園
で
の

等
身
大
の
紙
相
撲
大
会
を
前

に
大
学
生
力
士
の
力
強
さ
を

体
験
し
て
も
ら
い
な
が
ら
本

格
的
に
相
撲
を
習
っ
て
ほ
し

い
と
実
施
さ
れ
た
。

　
蒲
田
コ
ー
チ
ら
は
、
四し

股こ

の
踏
み
方
を
は
じ
め
、
土
俵

で
の
作
法
を
手
本
を
示
し
な

が
ら
指
導
し
た
。

　
ま
た
、
同
学
園
教
諭
と
の

模
範
取
組
の
ほ
か
、
生
徒
た

ち
が
作
っ
た
大
き
な
紙
相
撲

を
一
緒
に
楽
し
む
な
ど
、
相

撲
教
室
は
終
始
和
や
か
な
雰

囲
気
だ
っ
た
。

　
生
徒
か
ら
は
「
本
物
の
技

を
目
に
す
る
こ
と
が
で
き

た
」「
一
緒
に
稽
古
で
き
て

楽
し
か
っ
た
」
な
ど
の
感
想

が
寄
せ
ら
れ
た
。

　
中
野
さ
ん
は
「
み
ん
な
元

気
が
良
く
、
楽
し
ん
で
く
れ

て
良
か
っ
た
。
こ
の
２
年
間

は
こ
う
い

っ
た
学
外

で
の
活
動

が
で
き
な

か
っ
た
の

で
、
交
流

で
き
て
う

れ
し
い
。

今
後
も
ぜ

ひ
参
加
し

た
い
」
と

話
し
た
。

　
学
生
部
が
主
催
す
る
懸
賞

論
文
・
文
芸
作
品
コ
ン
ク
ー

ル
の
表
彰
式
が
12
月
20
日
、

生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
か
れ

た
。
文
芸
作
品
部
門
の
最
高

位
で
あ
る
鳳
賞
に
安
田
真
裕

さ
ん
（
文
４
）
が
、
同
部
門

柘
植
光
彦
文
学
賞
に
杉
山
も

も
さ
ん
（
法
３
）
が
選
ば
れ

た
。
懸
賞
論
文
部
門
は
鳳
賞

の
該
当
者
は
な
か
っ
た
。

　
安
田
さ
ん
の
『
風
は
夕
陽

を
連
れ
て
く
る
』
は
、
風
力

発
電
の
風
車
を
重
要
な
モ
チ

ー
フ
に
し
て
、
幼
な
じ
み
の

男
女
の
別
離
と
再
会
を
描
い

た
作
品
で
、「
ま
ま
な
ら
な

い
事
象
を
ど
う
受
容
し
て
い

く
か
」
と
い
う
テ
ー
マ
を
表

現
し
た
。
文
学
部
日
本
文
学

文
化
学
科
の
小
林
恭
二
ゼ
ミ

で
文
芸
創
作
を
学
び
、
来
春

か
ら
大
学
院
に
進
む
安
田
さ

ん
は
「
あ
と
２
回
応
募
の
チ

ャ
ン
ス
が
あ
る
の
で
、
３
年

連
続
で
の
鳳
賞
受
賞
を
目
指

し
た
い
」と
目
標
を
語
っ
た
。

　
柘
植
賞
の
杉
山
さ
ん
の
作

品
は
『
性
と
亀
裂
』。
高
校

を
舞
台
に
、
主
人
公
の
女
子

生
徒
と
ト
ラ
ン
ス
ジ
ェ
ン
ダ

ー
の
同
級
生
が
仲
を
深
め
、

や
が
て
二
人
の
関
係
に
亀
裂

が
生
じ
る
さ
ま
を
丹
念
に
描

い
た
。
杉
山
さ
ん
は
「
そ
の

時
々
で
関
心
が
あ
る
こ
と
を

テ
ー
マ
に
据
え
、
こ
れ
か
ら

も
書
き
続
け
た
い
」と
話
す
。

　
本
年
度
は
論
文
部
門
に
７

作
品
、
文
芸
部
門
に
27
作
品

の
応
募
が
あ
り
、
両
部
門
で

12
作
品
が
入
選
し
た
。

　
論
文
部
門
審
査
委
員
長
の

上
村
妙
子
文
学
部
教
授
は
、

入
選
作
に
つ
い
て
「
さ
ま
ざ

ま
な
文
献
に
基
づ
い
た
主
張

の
展
開
や
広
い
視
点
か
ら
の

指
摘
・
考
察
な
ど
、
論
文
の

書
き
方
の
見
本
と
な
る
よ
う

な
作
品
だ
っ
た
」と
評
し
た
。

　
文
芸
部
門
審
査
委
員
長
の

小
林
教
授
は
、「
今
年
度
の
応

募
作
は
質
量
と
も
に
充
実
し

て
い
た
が
、
な
か
で
も
鳳
賞

と
柘
植
賞
を
受
賞
し
た
２
作

品
は
人
間
描
写
に
優
れ
た
上

質
な
小
説
だ
っ
た
」
と
講
評

を
述
べ
た
。

　
入
選
作
の
作
品
集
は
３
月

に
刊
行
を
予
定
し
て
い
る
。

懸
賞
論
文
部
門

鳳 賞 該当なし

優秀賞 小松　 来夢（文１）
山原　 大翔（経済２）

佳 作 西口　 賢信（法４）

文
芸
作
品
部
門

鳳 賞 安田　 真裕（文４）
柘植光彦
文 学 賞 杉山　 もも（法３）

優秀賞 水野　 遥香（文４）
笹森　 貴哉（文４）

佳 作

久保田 尚行（文４）
吉田　 結香（文２）
冨岡　 大雅（法２）
大島 帆乃佳（国コミュ１）
北　　 将吾（文４）

懸
賞
論
文
・
文
芸
作
品
コ
ン
ク
ー
ル

文
芸
部
門
鳳
賞
に
安
田
さ
ん

柘
植
光
彦
文
学
賞
は
杉
山
さ
ん

鳳賞を受賞した安田さん（左）に学生部長職務

代行の佐竹弘靖教授から賞状が手渡された

　昼休みのひと時を彩る音楽系サークルによるミニコンサートが12月22日、

生田キャンパスで開催された＝写真。今回は「アカデミーモールコンサー

ト」として10号館１階アカデミーモールを会場に、スウィングジャズ研究会

（グリーンサウンズオーケストラ＝ＧＳＯ）が出演した。

　ＧＳＯは『Ｓｅｐｔｅｍｂｅｒ』などなじみのある５曲を披露。多くの学生ら

が足を止め、盛大な拍手を送った。代表の菊田未来さん（文２）は、「予想

以上に多くの学生が聴いてくれ、演奏していて楽しかった」と振り返った。

ジャズの名曲
　　ＧＳＯが演奏

アカデミーモールコンサート

京
都
大
田
桜
台
高
校
）、
専

大
附
属
高
校
、
専
大
松
戸
高

校
の
２
、
３
年
生
31
人
に
修

了
証
書
が
授
与
さ
れ
た
。

　
高
校
生
た
ち
は
、「
国
際
経

済
論
」「
簿
記
論
」「
日
本
文

学
講
義
」
な
ど
、
各
自
の
興

味
・
関
心
に
応
じ
た
科
目
を

大
学
生
と
と
も
に
受
講
し

た
。

　
式
に
は
、
高
大
連
携
連
絡

協
議
会
の
砂
原
由
和
座
長

（
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
情
報
学
部

教
授
）、
鹿
住
倫
世
副
座
長

（
商
学
部
教
授
）、
金
子
洋

之
副
学
長
ら
が
出
席
。
聴
講

生
と
の
懇
談
で
は
「
大
学
で

学
び
た
い
分
野
が
は
っ
き
り

し
た
」「
90
分
間
の
授
業
に
慣

れ
る
こ
と
が
で
き
た
」「
授
業

は
レ
ベ
ル
が
高
く
て
難
し
か

っ
た
が
、
こ
の
経
験
を
今
後

に
生
か
し
た
い
」
な
ど
の
感

想
が
あ
っ
た
。

修了式に参加した高校生たち

高大連携聴講生修了式

ゼミ生のサポートでグループディスカッションに挑戦

フィールドワークでは商店街の方から話を聞いた

手本を見せながら四股の踏み方を指導する部員

部員と同学園の教諭による模範取組

商・田畠ゼミに参加
「大学の授業」体験

和洋九段女子高の生徒５人

生
徒
た
ち
と
交
流
深
め
る

多
摩
桜
の
丘
学
園
で
相
撲
教
室

相
撲
部


